
和
と
洋
が
織
り
成
す
繊
維
の
街

　

４
０
０
年
前
ま
で
は
海
と
そ
こ
に
浮
か

ぶ
島
々
だ
っ
た
と
い
う
倉
敷
は「
日
本
一
」

の
繊
維
の
街
。

　

江
戸
中
期
頃
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
は
塩

分
が
強
い
た
め
米
作
に
向
か
ず
、
塩
に
強

い
綿
や
イ
グ
サ
の
栽
培
が
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
綿
花
の
栽
培
が
や
が
て
世
界
に
誇
る

繊
維
の
街
へ
と
繋
が
る
。

　

年
間
約
３
５
０
万
人
の
観
光
客
を
迎
え

る
倉
敷
美
観
地
区
は
、
綿
花
で
財
を
成
し

た
伝
統
的
な
商
人
屋
敷
と
、
近
代
紡
績
業

発
展
後
の
洋
風
建
築
が
調
和
を
見
せ
る
。

町
並
み
が
繊
維
産
業
推
移
の
「
証
人
」
で

も
あ
る
。

　

今
年
２
０
１
７
年
４
月
に
は
、
こ
の
繊

維
産
業
発
展
ス
ト
ー
リ
ー
が
文
化
庁
の
日

本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。

　

「 

街
の
成
り
立
ち
を
知
る
こ
と
で
そ
の

価
値
を
認
識
し
て
も
ら
い
、
時
間
を
か
け

て
歩
い
て
い
た
だ
き
た
い 

」
と
、
倉
敷

市
日
本
遺
産
推
進
室
の
藤
原
憲
芳
さ
ん
。

　

文
化
財
を
守
り
な
が
ら
そ
の
価
値
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
地
域
を
活
性
化
し
観
光

に
繋
げ
る
の
が
文
化
庁
の
狙
い
。
現
在
認

定
の
54
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
文
化
庁
の
折

り
紙
つ
き
の
魅
力
あ
る
文
化
財
ば
か
り
。

日
本
の
旅
が
よ
り
楽
し
く
な
る
。

文
・
撮
影
／
大
野
尚
子
（
旅
行
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
）『
月
刊
ア
ジ
ア
倶
楽
部
』

元
編
集
長
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
関
西
ラ
ジ
オ

ワ
イ
ド
」
の
〈
ア
ジ
ア
旅
情
報
〉
を

17
年
間
担
当
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
中
。

日
本
旅
の
ペ
ン
ク
ラ
ブ
理
事
、
日
本

ベ
ト
ナ
ム
経
済
交
流
セ
ン
タ
ー
顧
問
、

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
講
師
。

２
０
１
０
年
よ
り
ソ
ウ
ル
観
光
広
報

名
誉
記
者
、
台
湾
埔
里
親
善
大
使
、

韓
国
安
東
観
光
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
。『
ベ

ト
ナ
ム
家
庭
料
理
入
門
』(

農
文
協)

、

『
薬
食
の
す
す
め
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
）
な
ど

共
著
書
多
数
。
イ
ベ
ン
ト
・
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
も
多
忙
。

倉敷 岡山県

和の町並みに調和する洋の建物。和洋の
建築が同時に見られるのも美観地区の魅
力。正面は1930年創建の大原美術館

倉敷観光の中心、倉敷美観地区。江戸時代に商人の町として
栄え、倉敷川沿いにはなまこ壁の白壁土蔵や格子窓の町家が
立ち並ぶ。国の重要伝統的建造物群保存地区で平成22年度
都市景観大賞の美しいまちなみ大賞、2012年アジア都市景
観賞の大賞を受賞

倉敷館。1917年に倉敷町役場
として建設された国登録有形
文化財。観光案内所として活
用されている

倉敷アイビースクエア内の倉紡
記念館には繊維の発展の歴史を
展示。国登録有形文化財、近代
化産業遺産でもある

国産ジーンズ発祥の地で
ありデニムの聖地と言わ
れる倉敷市児島のジーン
ズショップが点在

倉敷アイビースクエア。1889年建設の
紡績工場を改修、ホテルやレストラン
も備えた美観地区のシンボル

65　●月刊公論  2017．12

p. 65

P65観光立国_12.indd   65 2017/11/10   15:32:13




